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３単位（９０時間） 

開講時期： １学年（前期・後期） 

担当教員： 前田輝美 曽根寛志  大堀京子 福山和美 田中恵津子 

        濱中秀美   野田有子 

 

●課目授業の目的と学生の達成目標 

   美容技術を行うにあたり基本的な理論を理解する 

   実習授業を速やかに行えるよう美容用語等を覚える 

 

●成績評価の方法 

   前期  ７月中間試験 

        ９月期末試験  ６０点合格 欠点者には補講・追試験 

   後期  ２月期末試験  ６０点合格 欠点者には補講・追試験 

        ３月実力試験 

 

●教材・並びに教育方法 

   美容技術理論Ⅰ、Ⅱ 

    

●特に必要な教育手法、講師、協力企業等 

   クラスごと定期的に確認小テスト実施 

   試験前にはテスト対策問題を配布 

 

●この課目の今後の展開 

   実習授業の応用に適応する知識を修得 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  回 
時

限 
授業内容・授業方法 

実 務 経

験 の あ

る教員 

１～5 10 

序章１章：美容技術に必要な各部の名称（美容用具・道具・器具・機械

の取り扱い方） 

 

 

6～13 16 

２章：シャンプーイング（目的・成分・種類・確認）・サイド・バックシャンプ

ーのプロセス（実習と連動）・リンス・コンディショナー・トリートメントの役

割、成分・種類・スキャルトリートメントの目的・種類・プロセス、ヘッドス

パのプロセス 

 

14～21 16 

３章：ヘアカッティング（目的・扱い方・基礎理論・技法）・シザー・レザー

カットの技法とスタイル・種類の再確認と実習 

 

 

22～29 16 

４章：パーマネントウエーブ（歴史・理論、１剤２剤の成分・はたらき薬液

の取り扱い、プロセスの確認（実習と連動）・ワインディングのバリエー

ション人頭にて確認（豆ロッド・ビッグロッドは実習にて確認） 

 

 

30～38 16 

５章：ヘアセッティング（オリジナルセッティング・コームアウトの例）ヘア

カーリングの名称・分類・方向・ピニング、ピンカールの技術・ヘアウェ

ービング技術（実習と連動）、目的・名称の確認・ローラーカーリング・ブ

ロードライ・アイロン・バックコーム、アップスタイルの種類（実習と連動） 

 

 

39～45 16 

６章：ヘアカラーリング（種類・特徴・染毛のメカニズム・色の基本・パッ

チテスト・道具・技術手順、酸性染毛料・ブリーチの手・酸化染毛剤は

人頭実習にてプロセス確認 

 

 

 


